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色
鉛
筆
で

　

上
手
に
描
け
た
よ
！◉プロに学ぼう！学校de芸術体験（詳細は 8ページ）



福祉拠点や住民の憩いの場も併設

平
成
30
年
度
か
ら
建
て

替
え
工
事
が
進
む
町

営
朝
日
ヶ
丘
団
地
の
第
一
期

工
事
が
終
了
し
、
８
月
か
ら

入
居
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
ヶ
丘
団
地
は
、
昭
和
40

年
か
ら
53
年
に
か
け
て
建
設

さ
れ
た
町
営
住
宅
で
す
が
、

老
朽
化
の
た
め
、
町
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
建

て
替
え
が
進
め
ら
れ
、
令
和

７
年
度
ま
で
に
35
棟
120
戸
が

建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

第
一
期
工
事
は
総
工
費
約

７
億
５
千
万
円
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の
Ａ

棟
27
戸
と
Ｂ
棟
８
戸
が
完
成

し
ま
し
た
。
Ａ
棟
に
は
、
１

Ｄ
Ｋ
を
採
用
、
敷
地
の
高
低

差
を
利
用
し
、
Ａ
棟
の
２
階

と
Ｂ
棟
の
１
階
を
同
じ
高
さ

　朝日ヶ丘団地は、平成27、28年度に策定された基本構想と基
本設計に基づき、今後も解体と造成、建築が繰り返し実施され、
令和７年度にすべて工事が終了する予定です。すべての工事が
終了すると鉄筋コンクリート造３階建てが３棟56戸、１棟２戸
住の木造平屋建てが64戸となり、全120戸となります。

令和７年度までに全120戸を整備予定

朝日ヶ丘団地

に
し
て
、
直
接
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
光

和
苑（
高
村
巨
人
理
事
長
）が
、

Ｂ
棟
の
１
階
に
軽
食
喫
茶
店

や
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た

添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
。
内
装
や
備
品
等
を

整
備
し
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
添

田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
寺
西
明
男
町
長
や
畠
田

勝
廣
町
議
会
議
長
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
出
席
。
高
齢
者
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な

る
新
し
い
福
祉
拠
点
が
朝
日

ヶ
丘
団
地
に
誕
生
し
ま
し
た
。

4＿敷地の高低差を生かし、Ａ棟の２階とＢ棟
の１階が同じ高さになるように設計。また、Ａ
棟とＢ棟の間には、渡り廊下が設けられ、各棟
へ行き来しやすいようになっています

5＿Ｂ棟の１階
に開業したコイ
ンランドリー　
67＿開所を記
念し、お披露目
も兼ねて行われ
たオープニング
セレモニー

1＿令和元年８月に完
成し、入居が始まった
朝日ヶ丘団地Ａ棟とＢ
棟。鉄筋コンクリート
造３階建てのＡ棟には
エレベーター、Ｂ棟に
は福祉施設が併設され
ています　2＿Ａ棟は
１ＤＫ12戸、２ＤＫ 9
戸、３ＤＫ６戸、Ｂ棟
は２ＤＫ８戸の合計35
戸が完成しました　3
＿もしもに備え緊急通
報ボタンが設置されて
いる部屋もあります

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
拠
点

住
民
の
皆
さ
ん
の
語
ら
い
の
場
と
し
て

添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

添
田
町
の
高
齢
化
率
は

約
42
％
。
こ
れ
は
県

内
で
２
番
目
に
高
い
数
字
で

す
。
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活

を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
く
朝
日
ヶ
丘
団
地
に

併
設
さ
れ
た
高
齢
者
の
支
援

を
行
う
拠
点
と
な
っ
て
い
る

の
が
添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
す
。
町
の
委
託
を
受

け
た
光
和
苑
の
職
員
が
常
駐

し
、
テ
レ
ビ
電
話
で
定
期
的

な
見
守
り
コ
ー
ル
を
す
る
安

否
確
認
や
ス
ー
パ
ー
へ
の
送

迎
や
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は

無
料
で
、
町
内
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
や
重
度
身
体

障
が
い
者
の
み
の
世
帯
な
ど

が
対
象
と
な
り
、
役
場
で
の

利
用
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
施
設
内

　
　
　
　

に
は
誰
で
も
利
用

　
　
　
　

で
き
る
軽
食
喫
茶

　
　
　
　

店
や
コ
イ
ン
ラ
ン

　
　
　
　

ド
リ
ー
、
交
流
ス

　
　
　
　

ペ
ー
ス
を
設
け
て

　
　
　
　

お
り
、
住
民
の
憩

　
　
　
　

い
の
場
と
し
て
、

　
　
　
　

地
域
間
、
世
代
間

　
　
　
　

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　

シ
ョ
ン
を
図
る
こ

　
　
　
　

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

　
　
　
　

利
用
し
て
み
て
は

　
　
　
　

い
か
が
で
す
か
。

朝
日
ヶ
丘
団
地
に
併
設
さ
れ
た
添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
高
齢
者
支
援
の

拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
皆
さ
ん
利
用

で
き
ま
す
。
主
に
運
営
を
行
う
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
光
和
苑
で
す
。

添田町サポートセンター　朝日ヶ丘団地Ｂ棟の１階に設置された見守りや買い物支
援などの高齢者等生活支援サービスを行う拠点。また誰でも利用できる交流スペー
スやコインランドリー、軽食喫茶店などもあり、地域住民の憩いの場としての機能
も充実している。

朝日 丘団

令

朝

1

2

3

4

5

6

7

↑朝日ヶ丘団地の完成予定図。全120戸の住宅が整備される予定です

第１期工事のＡ棟とＢ棟が完成

　　     朝日ヶ丘団地

社会福祉法人光和苑

　苅田町などで家庭的な
環境と地域とのふれあい
を大切にした福祉を理念
に障害者支援施設やグル
ープホーム、特別養護老
人ホームなどを運営

↑「センター内ではコーヒーや曜日限定でパンの販売な
どもしています。皆さんお気軽にお越しください」と語
る添田町サポートセンタースタッフの井上直生室長㊧、
財津政敏さん㊥、奥永美枝子さん㊨

広報そえだ（令和元年 11月号）　２３　広報そえだ（令和元年 11月号）

●高齢者等見守りサービス

住み慣れた地域で安心した生活を

◉買い物支援サービス
　交通の不便な地域を対象に
隔週で、自宅から商店まで
の送迎を行う「買い物送迎
サービス」と決まった曜日
に電話で注文した商品を自宅に届ける「宅配サービ
ス」の 2種類を提供
【対象者】
▶75歳以上の高齢者のみの世帯　▶重度身体障がい
者のみの世帯（身体障害者手帳１、２級）　▶その他
特に必要と認められた世帯
【利用料】
　無料

◉テレビ電話サービス
　テレビ電話（タブレット端末）を自宅に設置し、週
１回の見守りコールで安否確認を行います。
【対象者】
▶ 65歳以上の高齢者のみの世帯　▶重度身体障がい
者のみの世帯（身体障害者手帳１、２級）　▶家族が
同居しているが、仕事などで不在がちで65歳以上の
人が長時間単身となる世帯　▶その他特に必要と認
められた人
【利用料】
　機器の貸し出しや操作支援、安否確認などは無料
※電波状況によってはインターネット契約が必要な
　場合があります。

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
    （☎ 82-1232）



　令和元年度上半期（４
月１日～９月30日）の予
算執行状況は、一般会計
と特別会計・企業会計を
合わせた収入額が、41億
1,538万円で収入率は41
.7％、支出額は35億4,21
7万円、執行率は35.9％と
なっています。

▶特別会計・企業会計▶令和元年度予算執行状況

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比
率は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内
は参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

　財政状況を早期に把握し、破綻の未然防止や
財政構造の弾力性を示す、健全化判断比率と資
金不足比率、経常収支比率を公表します。

町税
6億

9,549 万円
（9.3％）

地方交付税
30億9,426万円
（41.5％）

国庫支出金
９億 9,901 万円
（13.4％）

県支出金
６億 4,782 万円
（8.7％）

町債
7億9,306万円
（10.6％）

地方贈与税・配当割交付金、
自動車取得税交付金など
8,845 万円（1.2％）

財産収入
5,099 万円（0.7％）

繰入金
２億8,535万円
（3.8％）

諸収入
１億4,653万円
（2.0％）
分担金・負担金
6,708万円（0.9％）

地方消費税交付金
１億 5,674 万円
（2.1％）

議会費
9,428 万円（1.3％）

総務費
10億9,974万円
（15.6％）

民生費
19億2,043万円
（27.2％）

農林業費
３億7,578万円（5.3％）

土木費
６億5,964万円
（9.3％）

公債費ほか
７億3,563万円
（10.4％）

教育費
６億984万円
（8.6％）

商工費
１億7,681万円（2.5％）

災害復旧費
８億1,849万円
（11.6％）

歳入
74億
4,825万円

町の財政状況の公表

使用料・手数料
１億 6,999万円
  （2.3％）

寄附金
8,131万円（1.1％）

衛生費
３億2,769万円

（4.6％）

歳出
70億
5,991万円

　消防費
２億4,158万円
（3.4％）

決
算
の
概
要

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算

額
は
、
74
億
４
８
２
５
万
円
（
対
前
年
度

比
４
億
５
９
６
５
万
円
増
）、歳
出
決
算
額

は
70
億
５
９
９
１
万
円
（
対
前
年
度
比
２

億
６
３
４
８
万
円
増
）で
、差
引
額
３
億
８

８
３
４
万
円
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
と

企
業
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
15

億
９
５
３
４
万
円
（
前
年
度
比
３
億
５
８

０
０
万
円
減
）、歳
出
総
額
15
億
４
４
２
９

万
円（
前
年
度
比
３
億
８
１
３
8
万
円
減
）

と
な
り
、
差
引
額
は
５
１
０
５
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
歳
出

差
引
額
の
４
億
３
９
３
９
万
円
か
ら
一
般

会
計
の
翌
年
度
繰
越
事
業
充
当
財
源
の
２

億
４
５
８
２
万
円
を
差
し
引
い
た
１
億
９

３
５
７
万
円
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
確
保
へ
向
け
て

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
施
設
の
使
用

料
な
ど
、町
が
自
分
の
力
で
収
入
す
る「
自

主
財
源
」
と
国
や
県
か
ら
交
付
を
受
け
る

「
依
存
財
源
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

割
合
は
、
自
主
財
源
が
22
・
４
％
、
依
存

財
源
が
77
・
６
％
で
依
存
財
源
に
占
め
る

割
合
は
、
依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。

　

町
税
の
収
入
額
は
、
６
億
９
５
４
９
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
４
９
１
万
円

（
２
・
１
％
）
の
増
収
。
徴
収
率
は
滞
納
対

策
に
よ
り
、98
･
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き

る
た
め
、
今
後
も
自
主
財
源
を
上
げ
る
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳
出
の
主
な
事
業

　

昨
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
朝
日

ヶ
丘
団
地
の
建
て
替
え
を
進
め
、
Ａ
棟
27

戸
と
福
祉
施
設
を
併
設
し
た
Ｂ
棟
８
戸
の

建
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
29
年
度
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
の

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
、
17
か
所
で
災
害

復
旧
に
向
け
た
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
倒
木
し
た
吉
木
の
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
活
用
し
た
復
興
祈
願
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
制
作
。
そ
の
資
金
は
、
町
内
外
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
支
援

を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式

で
調
達
し
ま
し
た
。　

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

　

平
成
30
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
財
政
破

綻
防
止
を
目
的
に
示
さ
れ
る
健
全
化
判
断

比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結
果
は
、

下
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回

り
、
比
較
的
健
全
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
99
・
１
％
と
以

前
と
し
て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
実
な
確
保
に

努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
更
な
る

事
業
事
務
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

決算決算
報告報告
決算
報告
　平成30年度の決算がまとまりました。
歳入歳出差引から翌年度繰越事業充当財
源を引いた実質収支は、一般会計が１億
4,252万円の黒字、特別会計・企業会計が
5,105万円の黒字。合計１億9,357万円の
黒字決算となりました。今月号では、平
成30年度に皆さんから納められた税金や、
国・県から入ったお金がどのように使わ
れたのかを報告します。

平成30年度　まちの財政状況

▶一般会計歳入▶一般会計歳出

令和元年９月30日現在の上半期予算執行状況をお知らせします。 特定の事業を行う特別会計は、皆さんが支払う保険税や使用料で運営されています。

５　広報そえだ（令和元年 11月号） 広報そえだ（令和元年 11月号）　４

自主財源（22.4％） 依存財源（77.6％）

繰越金
１億7,217万円
（2.3％）

健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△4.03％） 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△15.57％） 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

5.0％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△66.2％） 350.0％

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△207.5％） 20.00％

経常収支比率 平成30年度 平成29年度

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある 99.1％ 99.2％

　特定の事業を行うために一般会計と
は別に設置される特別会計と水道事業
に設置されている企業会計
は、皆さんが支払う保険
税や使用料で運営されて
います。本町の各特別会
計の決算では、いずれも
赤字はありま
せんでした。

広報そえだ（令和元年 11月号）　４

る企業会計

広

てい
が支
で運
町の
は、
ま

広報そえだ（令和元年 11月号） ４

いる企業会計
支払う保険
運営されて
の各特別会
、いずれも

※各数値は端数処理していますので、合計が一致しない場合があります。

区　　分 予算額 収入額 収入率（％） 支出額 執行率（％）
一 般 会 計 81億6,960万円 33億7,276万円 41.3  29億5,766万円 36.2

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国民健康保険 12億9,721万円  ５億3,574万円 41.3  ４億5,939万円 35.4

後期高齢者医療  １億8,175万円 8,591万円 47.3 5,020万円 27.6

 住宅新築資金等貸付 129万円 184万円 142.6 ２万円 01.6

バ　ス　事　業 2,223万円 1,911万円 86.0 878万円 39.5

水　道　事　業（歳入）  ２億   488万円（歳出）  ２億   179万円 １億      ２万円 48.8 6,612万円 32.8

合 　　計 （歳入） 98億7,696万円
（歳出） 98億7,387万円 41億1,538万円 41.7 35億4,217万円 35.9

区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康保険事業 11億8,470万円 11億5,357万円 3,113万円

後期高齢者医療 1億7,113万円 １億7,014万円 99万円

住宅新築資金等貸付事業 341万円 323万円 18万円

バス事業 2,155万円 2,120万円 35万円

水道事業 ２億1,455万円 １億9,615万円 1,840万円

合　　計 15億9,534万円 15億4,429万円 5,105万円



広報そえだ（令和元年 11月号）　６７　広報そえだ（令和元年 11月号）

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION
地震や武力攻撃発生時に備えた全国一斉放送訓練

全国瞬時警報システム
Ｊアラート放送訓練

大 災害や緊急事態発生時に備
え、全国瞬時警報システム

（Ｊアラート）を使用した自動放送
訓練が全国一斉に実施されます。
町でも町内に設置している防災無
線のスピーカーから下記の内容が放送されますので、皆
さんのご理解とご協力をお願いします。今回行うのは放
送訓練です。特に皆さんが行動する必要はありません。

◉全国瞬時警報システム（Ｊアラート）放送訓練

▶と　き　12月４日水　11時頃

①開始チャイム
②「これはテストです」
③「こちらは防災添田町です」
④終了チャイム
※全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは、他
国からの弾道ミサイル情報や緊急地震速報など、
対処に時間的余裕のない事態に関する情報を、
人工衛星を用いて国（内閣官房・気象庁から消防
庁を経由）から送信し、町の防災無線のスピー
カーを自動起動することで、国から住民の皆さ
んへ緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。
問 役場防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

ワークショップに参加しませんか

絵本作家はたこうしろうさんと
等身大のじぶんをえがこう！がこう！

筑 豊地域に伝わる伝統芸
能・民俗芸能の数々が

一堂に集結。ロビーでは、見
ごたえある祭りをテーマにし
た写真展も同時開催します。
郷土愛に満ち溢れた祭りの熱
気、活気ある筑豊パワーをぜ
ひ会場でご覧ください。

▶と　き　11月23日土
　　　　　9時30分～16時30分
▶ところ　オークホール
▶入場料　無料
▶出演団体　①和太鼓たぎり（糸田町）　②野田
　獅子楽（添田町）　③我鹿太鼓巫女舞（赤村）
　④英彦山鉞舞（添田町）　⑤金田一区獅子楽（福
　智町）　⑥土師神楽座御神楽（桂川町）　⑦安宅
　の獅子舞（川崎町）　⑧彦山踊り（添田町）

【基調講演 （11時～12時）】
▶テーマ　「豊前地域の民俗芸能」
▶講　師　別府大学文学部史学・文化財学科教授
　　　　　段上達雄　氏　　
問 オークホール（☎ 82-2559）

筑豊地域の伝統芸能・民俗芸能大集合

ふくおか県民文化祭2019
英彦山と筑豊の祭り

筑
一
ご
た
郷
気
ひ

英彦山と

ご支援とご協力をお願いします

令和元年台風第19号による
災害義援金を受け付けます

町 では、令和元年台風第19号に
よって被災された方々を支援

するため、義援金を募集しています。
お預かりした義援金は、日本赤十字
社を通じて、被災者に届けます。

▶募金箱の設置期限　12月27日金
　　　　　　　　　　９時～17時／土日祝日除く
▶設置場所　役場１階ロビー
※受領証明書が必要な場合は、２階総務課まで義
　援金を持参してください。
問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

付けます

に
援
す。
字
。

絵 の具をたっぷり使って全身で等身大の
自分をえがきます。よごれてもいい服

で参加してください。

▶と　　き　11月30日土　14時～16時
▶と こ ろ　町立図書館・児童館
▶講　　師　絵本作家・イラストレーター
                 はたこうしろうさん
▶定　　員　20人（幼児・小学生）／参加無料・先着順
　　　　　　※未就学児は保護者が同伴してください。
▶申込方法　申込用紙を記入し図書館に持参、または電話
　　　　　　で申し込んでください
問 町立図書館（☎ 82-4800）

　耶馬日田英彦山国定公園の一角をな
す英彦山は、日本百景や日本二百名山
に数えられ、多くの愛好家が登山に訪
れる霊山です。また、古くから山伏が
修行する修験の山として人々から信仰
を集めてきました。しかし、近年は台
風などの被害により森林の荒廃が進ん
でいます。英彦山神宮では森林再生を
目指し、英彦山植樹祭を開催。費用の
一部をクラウドファンディングで調達
しました。

昔
か
ら
多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
英
彦
山
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害
で
森
林
は
荒
廃

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
英
彦
山
神
宮
で
は
美
し
い
山
林

を
再
生
し
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
英
彦
山
森
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
英
彦
山
植
樹
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

英彦山森林再生プロジェクト
英彦山植樹祭

↑「大きく育ってください」と願いを
　込めて植樹

←山頂ではシシ汁が振
　舞われました

↑開会式に訪れた
　江口副知事

↑英彦山森林再生を願って植樹をする高千穂宮司 ↑苗木を入れたリュックを背中にかるい登山開始 ↑高千穂有昭禰宜は植樹と修験道体験のツアーを実施

英彦山神宮主催／英彦山植樹祭

英彦山森林再生プロジェクト

霊
峰
・
英
彦
山
に
は
江
戸
時

代
に
植
樹
さ
れ
た
樹
齢
400

年
を
超
え
る
杉
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
が
、
平
成
３
年
の
台
風
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今

回
の
植
樹
祭
は
、
荒
廃
し
た
森
林

を
再
生
し
よ
う
と
英
彦
山
神
宮
が

主
催
。
そ
の
趣
旨
に
、
登
山
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ア
プ
リ
を
運
営
す
る
㈱
ヤ
マ
ッ

プ
や
㈱
福
岡
銀
行
な
ど
の
企
業
も

協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
人
か
ら
資

金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
も
取
り
組
み
、
250
人
か
ら

約
277
万
円
の
支
援
を
受
け
、
植
樹

費
用
の
一
部
に
充
て
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、

10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
英
彦
山
植

樹
祭
。
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
で
の

開
会
式
に
は
江
口
勝
福
岡
県
副
知

事
や
寺
西
明
男
町
長
が
出
席
。
寺

西
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
力
で
英
彦

山
を
宝
の
山
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
式
典
後
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
時
折
小
雨

が
降
る
強
風
の
中
、
約
50
㎝
の
苗

木
を
持
っ
て
植
樹
場
所
と
な
る
中

岳
山
頂
付
近
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
回
植
樹
す
る
の
は
、
杉
300
本
、

カ
エ
デ
100
本
。
植
樹
場
所
に
着
く

と
皆
さ
ん
は
15
㎝
ほ
ど
穴
を
掘
り
、

運
ん
で
き
た
苗
木
を
植
え
、
獣
害

防
止
ネ
ッ
ト
と
名
前
な
ど
を
書
い

た
木
札
を
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
登
山
の
疲
れ
を
癒

や
す
温
か
い
シ
シ
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
英
彦
山
神
宮
の
高
千
穂
秀
敏

宮
司
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
で
森
林

再
生
に
一
歩
近
づ
け
た
。
霊
峰
・

英
彦
山
の
美
し
い
自
然
を
取
り
戻

し
て
、
後
世
へ
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

←「
自
分
の
植
え
た
木
を
見
に
英
彦
山
に
ま
た
登
り
た
い
」と
筑
紫
野
市
の
小
学
４
年
生
、森
下
岳
大
く
ん

修験の山        　　

森林を未来へ
山       　  　

祝土

11時頃

ト）とは、
震速報な
る情報を
庁から消
線のスピ
住民の皆
テムです
2-4002

他
など、
を、
消防
ピー
皆さ
す。
2）



My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　落合小学校グ
ラウンドで９月
29日、くるみ保
育園と落合小学
校による保・小
合同運動会が行
われました。今
年のテーマ「全
力を出して楽し
い運動会にしよ
う」のもと、これまで練習してきたことを全力で発揮す
る児童や園児たち。また、長生会や地区の皆さんも応援
に訪れるなど、地域みんなで運動会を楽しんでいました。

　添田町老人ク
ラブ連合会（船
瀬弘会長）主催
の秋のスポーツ
大会が10月18日、
そえだドームで
行われ、ゲート
ボールとグラウ
ンドゴルフ、輪
投げに約 200人
が参加しました。当日は、雨の降るあいにくの天気とな
りましたが、日ごろの練習の成果やチームワークを発揮
して元気はつらつとスポーツの秋を満喫していました。

９　広報そえだ（令和元年 11月号） 広報そえだ（令和元年 11月号）　８

くるみ保育園・落合小学校合同運動会

みんな全力を出して楽しい運動会に

老人クラブ連合会秋のスポーツ大会

元気はつらつとスポーツの秋を満喫

↑みんなが見守る中、的を狙って慎重に投げます

↑２人で息を合わせて、全力で走り抜けました

　添田町保護司
会（伊川典文会
長)は10月８日、
北九州医療刑務
所を視察しまし
た。施設は作業
療法を中心とし
て、職業訓練な
どを実施してい
ます。平成28年
「再犯の防止等の推進に関する法律」が成立し、国と市町
村はこの法律が円滑に実施されるように連携を図ること
や、市町村は再犯防止推進計画策定が求められています。

保護司会「再犯防止・更生保護」活動

安全で安心な地域社会の実現へ

↑添田町保護司会は毎年、各刑務所を視察しています

↓❶表彰を受ける高嶋さん　❷交通安全を呼びかける添田小　❸くるみ保育園　❹宮城幼稚園

　福岡市で９月20日から24日まで開催された
全日本いけばなコンクール西日本地区展で大
和池坊の原田清泉さんが華道大賞と文部科学
大臣賞を受賞しました。全日本いけばなコン
クールは、昭和６年から始まった日本唯一の
いけばな公募展で93回目となる今回の地区展
には13の流派の皆さんが作品を出展しました。
10月３日、師事する佐々木常盤先生（庄上）
らと寺西町長に受賞報告に訪れた原田さんは
「今回の受賞は、日頃からご指導くださる佐々
木先生や社中の皆さんのおかげと感謝してい
ます。これからも日本の伝統文化の華道に励
んでいきたいです」と喜びを語っていました。

全日本いけばなコンクール

大和池坊の原田さん華道大賞

秋の交通安全週間

願いは交通死亡事故ゼロの町

　９月26日、交通事故をなくす添田町民運動
本部による啓発活動が行われました。交通安
全パレードでは、添田小学校鼓笛隊の演奏に
合わせ、寺西町長らを先頭に添田小学校から
役場までを行進。役場前では、宮城幼稚園と
くるみ保育園、添田小学校鼓笛隊が交通死亡
事故ゼロの願いを込めて演奏を披露しました。
また、長年交通安
全運動に取り組ん
できた髙嶋哲也さ
ん（添田東）に交
通安全功労者表彰
が贈られました。

　津野小学校全校児童と保護者が10月９日、
画家の平野隆司さん（福岡市）を講師に芸術体
験の授業を受けました。「プロに学ぼう！学校
で芸術体験」と題したこの授業は、学校で芸術
に触れる機会を創出しようとNPO法人アート
もんが企画。授業参観も兼ねて保護者も参加
しました。ネコやオオカミ、カブトムシなど

の生き物の下絵に、
色鉛筆で自由に色
を塗り重ねて、そ
れぞれ個性豊かな
自分だけの作品に
仕上げていました。

プロに学ぼう！学校de芸術体験

色鉛筆で描く自分だけの作品
↓「色を塗り重ねたり、線の太さを変えたりして自分だけの作品にしてみて」と語る平野さん㊧

農地の適正管理をお願いします

第54回地区公民館対抗球技大会

地域のチームワークで勝利を目指せ

　10月６日、そ
えだサン・スポ
ーツランドなど
で添田町地区公
民館対抗球技大
会が行われまし
た。大会にはグ
ラウンドゴルフ
に21チーム、ソ
フトボールに11
チームが参加し、早朝から汗を流しました。どの地域も
チーム一丸となって全力でプレーした結果、優勝はグラ
ウンドゴルフ＝伊原、ソフトボール＝町四となりました。

　10月10日、農
地パトロールの
出発式が行われ、
農業委員会が、
地区内の農地を
見回り、違反転
用がないか、農
地が適正に利用
されているか調
査を行いました。
遊休農地は火災や病害虫の発生原因になったり、隣接の
住民や農地への悪影響を及ぼしたりする恐れがあるため、
除草や病害虫駆除など、農地の適正管理をお願いします。

農地パトロール出発式

↑農業委員会では随時農地をパトロールしています

　そえだジョイ
で10月23日、添
田町戦没者慰霊
祭がしめやかに
行われ、遺族や
来賓など約70人
が参列しました。
式典では髙瀬知
惠子遺族会会長
が「子どもや孫
に悲惨な戦争を語り継ぎ、二度と悲劇を繰り返してはな
りません」と挨拶。その後、献吟や献花が行われ、添田
町の戦没者 892人の冥福と恒久の平和を祈念しました。

添田町戦没者慰霊祭

戦没者892人の冥福と恒久平和を祈る

↑菊の花をささげて、戦没者の冥福と平和を祈念

↑「運転手さん今日も一日、安全運転で」

❶ ❷

❸ ❹

↑それぞれ個性豊かな作品が完成しました

↑声援が飛び交う中、熱戦が展開されたソフトボール

↓大和池坊の佐々木先生（中央㊨）と華道大賞・文部科学大臣賞を受賞した原田さん（中央㊧）
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11月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

廣田 匠
たくと

音ちゃん 
11 月 29日生 ❶・町二

たっくん、1歳のお誕生日おめで
とう！元気に育ってね !! 生まれて
きてくれて、ありがとう♡

八城 輝
てると

叶ちゃん 
11 月 15日生 ❸・峰地

輝君お誕生日おめでとう♡
妹２人と、仲良く元気に育ってね
（*^_^*）

◉
12
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

11
月
18
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

窓
の
外
雨
音
の
み
が
ぽ
た
ぽ
た
と

　
　
　
　

難
民
の
苦
労
思
ひ
み
る
な
り　

木
村　

寛
子

【
俳
句　

投
稿
】

友
と
い
て
句
を
詠
む
心
秋
は
濃こ

し　
　
　

本
川
ミ
ツ
子

澄
わ
た
る
秋
の
冷
気
に
鹿
が
鳴
く　
　
　

寺
本　

紀
子

眺
望
の
英
彦
山
三
岳
や
紅
葉
晴　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

空
蝉
の
軽
さ
い
の
ち
の
軽
さ
と
も　
　
　

島
津
余
史
衣

シ
ャ
ン
プ
ー
の
匂
ふ
少
女
や
花
火
の
夜　

柴
田　

一
世

夏
萩
や
ゆ
れ
て
川
風
呼
ぶ
館　
　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

ど
や
ど
や
と
来
て
草
を
刈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

天
野
ユ
キ
海

倒
木
の
味
の
一
株
し
め
じ
茸　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

バ
ス
停
へ
わ
ず
か
五
分
の
路
の
辺
に

　
　
　
　
　

心
和
ま
す
四
季
は
巡
り
ぬ　

濵
田
イ
サ
オ

虫
干
し
の
母
の
形
見
の
着
物
見
て

　
　
　
　

吾
に
も
合
い
し
色
柄
と
な
り　

櫻
木
マ
サ
子

医
学
部
に
献
体
し
二
十
余
年と

せ

　

あ
ら
ま
ほ
し
人
目
の
元
に
て
我
逝
せ
む　

仲
摩　

直
子

友
を
訪
ふ
長
崎
本
線
あ
か
つ
き
の

　
　
　
　

乗
り
換
え
駅
に
冬
の
雷
鳴
る　

独
活
山
強
実

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

萩
の
花
許
す
人
い
て
な
お
白
し　
　
　
　

諌
山　

静
香

母
子
寮
の
跡
地
の
昼
を
虫
頻し

き

り　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

水
鳥
の
岸
辺
に
立
ち
ぬ
枯
葎む

ぐ
ら

　
　
　
　
　

安
永　

藻
香

干
柿
や
さ
わ
っ
て
つ
ま
ん
で
い
る
ば
か
り　

手
嶋
く
み
え

忘
却
の
世
界
に
迷
い
秋
の
風　
　
　
　
　
　

武
田　

晴
子

渋
柿
の
ま
ま
で
晩
年
最
晩
年　
　
　
　
　
　

池　
　

三
太

蚊
柱
や
中
古
の
靴
の
は
き
ご
こ
ち　
　
　
　

西　
　

加
予

曼
珠
沙
華
咲
く
こ
と
先
ず
考
え
る　
　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

朝
日
さ
す
青
田
の
中
道
吹
く
風
に

　
　

大
き
く
流
る
る
赤
と
ん
ぼ
の
群
れ　

大
塚　

富
江

コ
ー
ヒ
ー
の
熱
き
を
片
手
に
冷
凍
の

　
　
　

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
独
り
楽
し
む　

五
十
嵐
田
鶴

稲
刈
り
を
終
へ
し
田
の
畔
遠
近
と

　
　
　
　
　

彼
岸
花
咲
き
赤
の
鮮
や
か　

平
井　

朝
子

慰
霊
塔
の
草
刈
り
の
後
に
一
株
の

　
　
　
　
　

茅
残
さ
れ
て
朝
光
に
揺
る　

福
富　

廣
枝

手
作
り
の
紫
蘇
の
香
高
き
梅
干
し
を

　
　
　
　

帰
省
の
娘
ら
に
持
た
す
喜
び　

荒
巻
ミ
サ
子

姫野  幸
こう

ちゃん 
11 月２日生 ❶・町三

お兄ちゃん大好きなこうくん♥た
くさん食べて、たくさん笑って、た
くさん甘えて、大きくなってね　
生まれてきてくれてありがとう。

Eメールでも、
受け付けをし
ています。

　E メールは
（koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp）まで
送信してください。

お子
さん
の写真

掲載
しませんか

♥３歳までのお子さん募集中です！12月生まれは11月18日月ま

でに連絡ください。　問 役場総務課広報・秘書係／☎82-1231

　９月25日、錦風
荘敬老会を行いま
した。敬老会では、
みどり保育園の園
児たちから、かわ
いい太鼓や歌、そ
して肩たたきをし
てもらい、とても
嬉しそうな様子でした。子どもたちからプレゼン
トとパワーをもらい、皆さんの健康長寿をお祝い
することができました。

↑子どもたちからの心温まるプレゼント

園児に笑顔と元気をもらいました

錦風荘敬老会

錦風荘からの投稿です

　８月25日、香春
町で武心会の第20
回演武会が開催さ
れました。６歳か
ら社会人までの生
徒が日頃の練習の
成果を発揮。添田
町の生徒も子ども

たちの元気いい演武や中学生以上の気合の入った
演武を披露しました。今後も心身ともに成長でき
るよう練士みんなで切磋琢磨していきます。

↑気合のはいった演武を披露しました

まちかど特派員投稿ま 稿

気合の入った演武を披露

日本武術道武心会第20回演武会

林覧仁さん（下中元寺）からの投稿です

まちのホットNews

伊能忠敬も歩いた英彦山参詣古道
添田町観光ガイドの会主催事業

　昨年は台風で中止となり、２年ぶりの開催となった英彦山サイ
クルタイムトライアル大会が９月29日に行われました。県内外か
ら 507人が集結し、沿道の声援を受けながら標高差800メートル
の過酷な英彦山路でペダルを踏み続けました。結果は、Ａクラス
（中学生除く15歳～29歳）で出場の木村純気さん（鹿児島県）が総合
優勝を飾りました。また、開・閉会式会場の町体育館駐車場では、
ご当地グルメフェアが行われ、多くの人が足を運んでいました。

507人が過酷な英彦山路に挑戦
第29回英彦山サイクルタイムトライアル大会

普段見ることはできない文化財修理を見学
中島家住宅保存修理見学会

↑ガイドの会による説明を聞きながら、秋の古道を歩きました

↑添田小学校をスタート、豊前坊を目指して疾走する選手たち

↑修復中の中島家内で工事関係者の説明を聞く見学者の皆さん

　添田町観光ガイドの会（植田周平会長）主催による英彦山の古
道を歩くツアーが10月20日に開催されました。参加した21人は、
ガイドの会の説明に耳を傾けながら、約200ｍにわたり石畳が残
る雲

きららざか

母坂から財
ざいぞうぼう

蔵坊までを散策しました。今回のコースは、かつ
て英彦山にお参りする人たちが通っていた参詣古道の一つです。
江戸時代に日本地図を初めて作った伊能忠敬も訪れた記録が残る
古道を歩いた参加者の皆さんは、往時に思いをはせていました。

　国指定重要文化財の中島家住宅で10月５日、保存修理見学会が
行われ、町内外から約50人が見学に訪れました。江戸時代に建て
られた中島家住宅は、経年劣化などのために令和３年度までの予
定で、建てられた当初の姿に戻す復原修理中です。現在は、一度
解体された屋根や柱、壁を元に戻す工事が行われています。今回
の見学会では、工事関係者が建てられた当時の建物の様子や資材
の特徴などの説明がされ、参加者は熱心に聞き入っていました。



　

養
育
費
や
家
庭
裁
判
所
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
電
話
で

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

偶
数
月（
10
時
〜
13
時
）＝
第

　

３
土
曜
日（
12
月
21
日
土
、令
和
２

　

年
２
月
15
日
土
）、奇
数
月（
13
時
〜

　

16
時
）＝
第
３
水
曜
日（
11
月
20
日

　

水
、令
和
２
年
１
月
15
日
水
、３
月

　

18
日
水
）

▼
相
談
番
号　

☎
092
―
724
―
２
６
４
４

※
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
就
業
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

 　
（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

数
は
依
然

と
し
て
増

加
し
て
お

り
、
子
ど

も
の
生
命

が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も

後
を
絶
た
な
い
状
況
で
、
児
童
虐
待

問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
は
、

児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
11

月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
定
め
、
全
国
で
広
報
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
虐
待
か
も
…
」と

思
っ
た
ら
迷
わ
ず『
☎
189（
い
ち
は
や

く
）』に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

番
号
は
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
近

く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
業
務
内
容　

お
客
様
へ
の
夕
食
の

　

配
膳
、
片
付
け
な
ど

▼
勤
務
時
間　

16
時
〜
20
時
（
客
数

　

な
ど
に
よ
る
変
更
あ
り
）

▼
時
給　

841
円
〜
／
通
勤
手
当
あ
り

※
勤
務
時
間
な
ど
で
希
望
が
あ
れ
ば

面
接
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

ホ
テ
ル
和
（
☎
85
―
０
１
２
１
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）】

▼
試
験
日　

令
和
２
年
１
月
５
日
日

　

ま
た
は
６
日
月

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐

　

屯
地
（
熊
本
県
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

11
月
29
日
金

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）】

▼
試
験
日　

令
和
２
年
１
月
18
日
土

▼
試
験
会
場　

立
岩
公
民
館（
飯
塚
市
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

令
和
２
年
１
月
６
日
月

【
第
６
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

令
和
２
年
１
月
26
日
日

　

ま
た
は
27
日
月

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地
（
北
九
州
市
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　

11
月
13
日
水
〜
令
和

　

２
年
１
月
14
日
火

※
試
験
会
場
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団

法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機
構
）

を
通
じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま

せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
出
し
手
か
ら
、
規

模
拡
大
な
ど
を
行
い
た
い
受
け
手（
担

い
手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
た
め
の
中
間
的
受
け
皿
と

な
る
組
織
で
す
。
公
的
機
関
で
す
の

で
、
農
地
の
出
し
手
は
確
実
に
賃
料

が
振
り
込
ま
れ
る
な
ど
、安

心
し
て
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、

受
け
手
は
、
契
約

や
地
代
の
支
払
い
を
一
本

化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
出
し
手
の
募
集　

随
時

▼
農
地
受
け
手
の
募
集
期
限　

11
月

　

29
日
金

▼
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
権
利
設
定

　

令
和
２
年
５
月
〜
６
月

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

 

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
農
業
振
興

　

 

推
進
機
構（
☎
092
―
716
―
８
３
５
５
）

　

 

福
岡
県
水
田
農
業
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
４
７
4
）

　

平
成
28
年
12
月
に
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
」（
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
）、平
成
31
年
3
月

に
「
福
岡
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
・
条
例
は
、
今
も

部
落
差
別
が
存
在
し
、
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
こ
の
法
律
・
条
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
「
添
田
町
同
和
問
題
の

早
期
解
決
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正

し
、「
添
田
町
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
今
後
も
部
落
差
別（
同
和
問
題
）

啓
発
強
調
月
間
を
中
心
と
し
た
人
権

啓
発
事
業
を
行
い
、
部
落
差
別
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
自
ら
の
人
権
意
識
を
高
め
、

部
落
差
別
の
な
い
町
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
同

　

 

和
推
進
係 

（
☎
82
―
５
８
０
０
）

　

11
月
12
日
火
か
ら
25
日
月
ま
で
の

２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」週
間
で
す
。Ｄ
Ｖ
と
は
、

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
受
け
る
暴

力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
怒
鳴
る
、
外
出
を
制
限
す
る
な

ど
も
暴
力
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
配
偶
者
暴
力
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
田
川
保
健

　

福
祉
事
務
所
）／
月
曜
〜
金
曜
8
時

　

30
分
〜
17
時
15
分（
☎
42
―
４
８
５
０
）

　

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談
ホ

　

ッ
ト
ラ
イ
ン
／
９
時
〜
17
時
（
☎

広報そえだ（令和元年 11月号）　12

くらしに役立つ情報満載 Information

　

092
―
584
―
１
２
６
６
）
▽
福
岡
県

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
／

　

月
曜
〜
金
曜
17
時
〜
24
時
、
土
日

　

祝
日
９
時
〜
24
時
（
☎
092
―
663
―

　

８
７
２
４
）
▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者

　

の
た
め
の
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／

　

水
曜
・
木
曜
17
時
〜
20
時
、
金
曜

　

12
時
〜
16
時（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）

　

▽
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者

　

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
第
２
火
曜

　

12
時
〜
16
時
、
第
４
火
曜
17
時
〜

　

20
時（
☎
080
―
２
７
０
１
―
５
４
６
１
）

※
年
末
年
始
や
祝
日
、
お
盆
な
ど
は

休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件

人
権
・
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

試
験
・
募
集

13　広報そえだ（令和元年 11月号）

「
添
田
町
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

12 月1日日から31日火は「添田町人権擁護
啓発強調月間」です。人権が尊重され、

安心して心豊かに暮らせるまちを目指し、町で
は期間中、次のような取り組みを行います。

期間中の主な取り組み
　広報紙による啓発、全世帯に啓発チラシを配
布、町内主要箇所に啓発のぼり旗・懸垂幕を設
置、スーパー前などで街頭啓発、公共出先機関
などで職場啓発、人権ポスター・標語の展示、
人権講演会の開催など

【人権講演会】

◉と　き　12月３日火 18時30分～

◉ところ　オークホール／入場無料
　　　　　手話通訳あり

◉講　師　伊藤真波さん（北京・
　　　　　ロンドンパラリン　
　　　　　ピック競泳日本　
　　　　　代表、日本初義
　　　　　手の看護師）
◉テーマ　「あきらめない心」
◉託　児　300円／申込期限 11月22日金

問 教育委員会社会教育課
　 人権同和推進係（☎ 82-5800）

人権について考えてみませんか

人権擁護啓発強調月間です

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

な
ど
、安

こ
と
が

、を
一
本

養
育
費
・
ひ
と
り
親
110
番

　

福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
18
日
月
か

ら
24
日
日
ま
で
の
１
週
間
を
、
全
国

一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
女
性
に
関
す
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
電
話

で
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
月
〜
22
日
金
＝

　

８
時
30
分
〜
19
時
、
23
日
土
〜
24

　

日
日
＝
10
時
〜
17
時

▼
相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

　

ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、

　

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

問 

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
070
―
810
）

【
パ
ー
ト
】ひ
こ
さ
ん
ホ
テ
ル
和

レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
募
集

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

教育のひろば

　日本開催で大いに盛り上がったラグビーワール
ドカップ。ラグビーの試合で大切なことは「品位、
情熱、結束、規律、尊重」と言われています。これ
は、ラグビーが本気で体をぶつけ合う、身体的に
も精神的にも激しいスポーツで、明確なルールや
人としてのマナーをしっかりと守る必要があるから
です。ワールドカップでは、日本代表も大活躍し、
強い結束力で試合終了までひたむきなプレーを見
せてくれました。
　ラグビー選手に負け
じと町内すべての小学５
年生を対象に、最後ま
であきらめず粘り強く取
り組む姿勢を育み、仲
間と協力し支え合いながら交流を深めることを目
的に10月17日、18日の１泊２日の日程で踏破鍛練「そ
えだ立志の道」が行われました。
　１日目は、ＪＲ彦山駅から英彦山青年の家まで
約９㎞の道のりを歩きました。長く続く上り坂でし
たが、みんなで励まし合いながら、全員、青年の
家に到着しました。２日目は雨のため予定していた
英彦山登山は中止となりまたが、英彦山青年の家
で間伐材を使用したカローリングやドミノ、ドッジ
ボールで楽しく仲間と交流を深めました。
　この活動が児童たちにとって、一生忘れられな
い経験と思い出になったのではないでしょうか。

教育委員の退任・新任・再任
花邉教育委員が退任されました
　平成18年から約13年間、教育振興に貢献してい
ただいた花邉雅子さん（新城）が9月30日、教育委
員を退任しました。長い間ありがとうございました。
教育委員の新任・再任
　花邉委員の後任として、新た
に10月１日に梅野香理さん（下落
合）が寺西町長から任命を受け
ました。また、﨑山菜穂子さん（町
二）が再任されました。任期は、
梅野さんが令和３年10月20日（花
邉委員の残任期間）まで、﨑山さんが令和５年10
月21日までです。

「そえだ立志の道」
ワール

」
ラグビー選手に負けるな！ラグビー選手に負けるな！小学５年生踏破鍛練小学５年生踏破鍛練ラグビー選手に負けるな！小学５年生踏破鍛練

←
新
任
の
梅
野
教
育
委
員

↓町内全小学校の５年生が参加



▼
と
き　

11
月
18
日
月
〜
24
日
日

　
（
７
日
間
）

問 
ク
ア
ハ
ウ
ス

　

 
（
☎
82
―
５
０
６
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）鍛
冶
千
代
子

　
（
庄
上
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子（
添
田
中
）▽
田
代
律

　

子（
田
川
市
）▽
髙
橋
浩
月（
町
四
）

　

▽
坂
本
泰
子（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

田
代
律
子（
田
川
市
）

　

  　

 

（
令
和
元
年
10
月
14
日
現
在
）

　９月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　９月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（ー１）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
0
１
2
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

15（＋ 2）
０（±０）
２（－１）

今年の累計
118
２
33

  車上ねらい

●人　口　9,695 人（ー12人）

●男　性　4,588 人（ー３人）

●女　性　5,107 人（－９人）

●世帯数　4,701世帯（ー２世帯）

●出生　１ 人

●死亡　９ 人

●転入　21 人

●転出　25 人

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）

　11月19日火、12月3日火

●補聴器相談（役場ロビー）

　11月8日金（15時～）、11月13日水（13時～）

●無料法律相談会

　（福岡法務局田川支局／13時～16時）

　11月12日火、12月10日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。

問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）

●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）

　11月12日火（10時～）、28日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手

　保健福祉環境事務所／要予約）

　11月６日水、12月４日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増

　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

納期限のお知らせ
● 12月２日月が納期限です
　▷固定資産税（４期）
　▷国民健康保険税（５期）
　▷後期高齢者医療保険料（５期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

今
年
度
76
歳
に
な
る（
昭

　

和
18
年
４
月
１
日
〜
昭
和
19
年
３

　

月
31
日
生
ま
れ
）県
内
の
被
保
険
者

▼
受
診
期
限　

12
月
31
日
火

▼
受
診
方
法　

歯
科
検
診
の
実
施
医

　

療
機
関
で
予
約
し
て
受
診

▼
持
参
品　

受
診
券
、
質
問
票
、
被

　

保
険
者
証

▼
受
診
料　

300
円

▼
そ
の
他　

令
和
２
年
度
ま
で
は
、

　

77
歳
以
上
の
希
望
す
る
被
保
険
者

　

も
受
診
で
き
ま
す

問 

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

 

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
651
―
３
１
１
１
）

　

館
内
清
掃
・
設
備
点
検
の
た
め
。

被
保
険
者
を
対
象
に
健
康
診
査
と
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

　

生
活
習
慣
病
の
予

防
や
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
目
的
と
し

て
、
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
に
は
、

６
月
上
旬
に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
受
診
期
限　

令
和
２
年
３
月
31
日
火

▼
自
己
負
担
金　

500
円

▼
受
診
の
方
法　

健
康
診
査
の
実
施

　

医
療
機
関
で
個
別
予
約
し
て
受
診

【
歯
科
健
診
】

　

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾

病
予
防
の
た
め
、
歯
科
健
診
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬

に
受
診
券
や
質
問
票
な
ど
を
送
付
し

だ
さ
い
。

問 

役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
３
）

　

令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
今
後
の
農

林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
、
５

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
、
12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

▼
と
き　

11
月
26
日
火
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
講
師　

長
副
佐
希

　

子
さ
ん（
一
級
フ
ラ

　

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、

　

山
田
奈
緒
美
さ
ん（
九
電

　

ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
対
象
者　

町
内
在
住
者
／
定
員
10
人

▼
募
集
期
限　

11
月
22
日
金

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

基
調
講
演
や
県
内
の
団
体
の
発
表

を
聞
い
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た

で
も
来
場
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
８
日
日
10
時
〜
17
時

　
（
受
付
９
時
30
分
か
ら
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
内
容　

▽
基
調
講
演
／
九
州
大
学

　

大
学
院
工
学
研
究
院
教
授
島
谷
幸

　

宏
氏
、
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工

　

学
研
究
院
准
教
授
知
足
美
加
子
氏

　

▽
活
動
報
告（
40
団
体
）

問 

九
州
大
学
流
域
シ
ス
テ
ム
工
学
研

　

 

究
室
（
☎
092
―
802
―
３
４
１
９
）

　

健
康
増
進
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
、
会
社
、
工

場
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
、
２
人

以
上
の
利
用
者
が
い
る
施
設
は
原
則

屋
内
禁
煙
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
25
日
月　

①
10
時
30

　

分
〜　

②
14
時
〜
／
各
回
30
分
前

　

か
ら
受
け
付
け

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
小
ホ
ー
ル
（
田
川
市
）

▼
対
象
者　

施
設
の
管
理
者
、
経
営

　

者
な
ど

▼
申
込
方
法　

福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

各
開
催
日
の
１
週
間

　

前
ま
で

※
他
の
会
場
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 
県
保
健
医
療
介
護
部
健
康
増
進
課

　

 
保
健
事
業
係

 　
（
☎
092
―
643
―
３
２
７
０
）

　

毎
年
11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」で
す
。詳
し
く
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
税
務
署（
☎
44
―
０
４
３
０
）

▼
と
き　

11
月
20
日
水　

▽
田
川
市

　

内
の
法
人
・
個
人
＝
10
時
〜
12
時

　

▽
田
川
郡
内
の
法
人
・
個
人
＝
14

　

時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

問 

田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

 

（
☎
44
―
４
５
７
６
）

　

個
人
事
業
税
は
、

地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
地
方
創
生
や
、

皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
向
上
を
図

る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
納
期
限　

12
月
２
日
月

※
口
座
振
替
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

▼
と
き　

令
和
２
年
１
月
16
日
木
、

　

23
日
木
、
30
日
木
、
２
月
６
日
木

　
（
４
日
間
）
10
時
〜
15
時

※
１
月
30
日
の
病
院
実
習
は
病
院
ご

と
に
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

　

岡
市
）
／
実
習
は
県
内
の
病
院

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職

▼
定
員　

40
人
／
受
講
料
無
料

▼
応
募
締
切　

12
月
９
日
月

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

　

婚
姻
や
養
子
縁
組
な
ど
で
氏
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
手
続
き
を

す
れ
ば
旧
氏（
旧
姓
）を
、
住
民
票
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
に
併
記
で
き
ま
す
。

▼
申
請
窓
口　

役
場
住
民
課
戸
籍
住

　

民
係

▼
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
書
類
、

　

併
記
す
る
旧
氏
か
ら
現
在
の
氏
ま

　

で
の
記
録
が
確
認
で
き
る
戸
籍
謄

　

本
な
ど
、
印
鑑

※
希
望
者
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く

広報そえだ（令和元年 11月号）　14

イ
ベ
ン
ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

くらしに役立つ情報満載 Information

15　広報そえだ（令和元年 11月号）

お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

令
和
元
年
分
年
末
調
整
説
明
会

IH
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
と

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

健
診
は
忘
れ
ず
に
受
診
を

受
動
喫
煙
防
止
対
策
説
明
会

▼
申

お
知

せ
添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

時

信

時

信
Vol. ⑭

〇添田町と赤村のコラボ企画
カリッカリ 米粉の料理教室

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

11
月
は
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
期
で
す

住
民
票
な
ど
で
旧
氏（
旧
姓
）が

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

希ラー
）、

（
九
電

病
院
等
に
就
職
し
た
い
方
の
た
め

の
再
就
職
支
援
研
修
（
下
半
期
）

ふ
く
お
か
水
も
り
自
慢
！

in
英
彦
山

　館内清掃、設備点検のため
▶期間　11月11日月・12月火　
問 そえだジョイ（☎ 82-5600）

そえだジョイ休館 ◉と　き　11月20日水
　　　　 11時～13時30分
　　　　 （受付10時30分～）

◉ところ　赤村役場調理室
◉参加費　１人 1,000 円
◉持参物　エプロン、三角巾
◉講　師　野菜ソムリエで料理研究家の添田
　　　　　町地域おこし協力隊佐々木隊員
◉定　員　16人（定員になり次第締め切り）

●申し込み・問い合わせ
　 あか村地域おこし協力隊（赤村役場）
　 長瀬隊員（☎ 62-3000）

～menu ～
・ カリッカリフライドチキン
・米粉スープ
・米粉スイーツ
・米粉パン

ツ

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館



◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

11
2019

令
和
元
年
11
月
号

広報

そ
え
だ

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

東
京
大
学
第
28
代
総
長

小
宮
山
宏
さ
ん
が
会
長
で

主
催
の
プ
ラ
チ
ナ
懇
談
会

に
、
麻
生
渡
前
福
岡
県

知
事
か
ら
の
誘
い
で
初
め
て
参
加
し
た
。
18
時

か
ら
の
懇
談
会
で
あ
っ
た
が
意
外
と
早
く
着
い

た
。
小
宮
山
会
長
も
既
に
東
京
か
ら
着
い
て
お

り
、
始
ま
る
ま
で
に
ご
挨
拶
と
雑
談
を
交
わ
し

た
。
▼
福
岡
か
ら
車
で
１
時
間
半
で
あ
る
こ
と

を
話
す
と
、
意
外
に
近
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

北
海
道
の
ニ
セ
コ
か
ら
は
札
幌
ま
で
車
で
６
時

間
か
か
っ
た
話
や
、
広
島
が
行
き
に
く
い
、
地

方
都
市
に
行
く
場
合
は
羽
田
を
起
点
に
行
き
来

す
る
方
が
時
間
的
に
早
い
な
ど
話
し
た
。
そ
の

中
で
、
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
話
に
な
り
、
今
後

の
地
方
交
通
体
系
の
話
に
も
な
っ
た
。
バ
ス
で

十
分
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
れ
ば

利
便
性
は
増
す
し
、運
行
は
十
分
出
来
る
。鉄
道
、

鉄
道
と
言
っ
て
こ
の
ニ
ー
ズ
は
と
ら
え
ら
れ
る

の
か
、
目
的
施
策
と
公
共
施
策
を
混
同
す
る
と

解
決
は
難
し
い
。
か
な
り
衝
撃
的
な
話
で
あ
っ

た
。
▼
プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
提
唱
し
、
連
携
し
実

践
し
て
い
る
。
プ
ラ
チ
ナ
社
会
と
は
、
高
齢
化
、

観
光
、
産
業
・
雇
用
の
３
つ
の
側
面
か
ら
問
題

解
決
を
目
指
す
新
し
い
社
会
像
で
あ
る
。
こ
の
、

小
宮
山
宏
さ
ん
ら
が
唱
え
る
プ
ラ
チ
ナ
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
動
き
出
し
前

へ
進
む
た
め
、
各
自
治
体
、
企
業
の
取
り
組
み

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介
し
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
へ
の
理
解
・
浸
透
を
図
る
懇
談
会
で
あ
る
。

▼
今
回
は
、「
行
動
変
容
を
促
す
健
康
経
営
」を

中
心
に
意
見
交
換
。
ま
ず
始
め
に
弘
前
大
学
の

村
下
公
一
教
授
の「
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
『
寿

命
革
命
』」の
報
告
が
あ
り
、
自
治
体
首
長
７
人
、

企
業
会
長
・
社
長
・
大
学
関
係
者
７
名
の
14
名

で
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
自
由
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。
▼
弘
前
大
学
が
地
域
と
企
業
と
連
携
し

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
改
革
を
も
た
ら
す
３
本
の

戦
略
的
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、

Ⅰ
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
疾
病
予
兆
法

の
開
発
、
Ⅱ
予
兆
因
子
に
基
づ
い
た
予
防
法
の

開
発
、
Ⅲ
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム（
意
思
決

定
支
援
）の
開
発
が
紹
介
さ
れ
た
。
▼
健
康
寿

命
の
延
伸
へ
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
の
開
発
し
た
健

康
サ
ポ
ー
ト
に
有
効
な
方
策
な
ど
紹
介
の
中
で
、

健
康
寿
命
が
延
び
医
療
費
な
ど
へ
の
影
響（
評

価
）は
ど
う
な
の
か
、
デ
ー
タ
を
示
し
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
や
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
だ
け
が
目
的
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
は
良
い
の
だ
ろ

う
が
、
個
人
と
し
て
、
健
康
で
ま
だ
ま
だ
働
き

た
い
人
へ
対
応
で
き
る
社
会
構
築
も
必
要
で
は

無
い
か
、
健
康
寿
命
が
延
び
た
間
の
幸
せ
は
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
か
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
▼
ま

た
、
こ
の
懇
親
会
で
実
現
し
た
事
例
も
紹
介
さ

れ
た
。
各
自
治
体
と
地
域
の
健
康
寿
命
延
伸
事

業
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
株
式
会
社
正
興
電
機

製
作
所
が
行
っ
て
い
る
。
▼
一
部
紹
介
す
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。
◉
大
分
県
で
は
健
康
寿
命

日
本
一
を
目
指
し
２
０
１
７
年
よ
り
県
民
の
運

動
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
運
用
状
況
と
し

て
、
★
地
域
特
性
を
活
か
し
た
運
用
モ
デ
ル
で
、

①
温
泉
巡
り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

②
利
用
者

（
当
初
）１
万
人
↓
3.5
万
人
！　

③
参
加
者
活
動

量
当
初
か
ら
×
×
Ｕ
Ｐ
！
等
で
あ
る
。
福
岡
県

内
で
も
、
行
橋
市
や
糸
島
市
に
て
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）や
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知
障
害
）改
善
の
実
証
事

業
に
取
り
組
み
中
で
あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

高
齢
化
率
42
％
の
添
田
町
と
し
て
非
常
に
興
味

の
あ
る
事
で
あ
っ
た
。
勉
強
し
て
み
た
い
。

木の遊具やおもちゃが大集合
木もくまつりINそえだ

　10月５日と６日の２日間、木もくまつ
りが、ひこさん花工房で行われました。
来場者は積み木やシーソーなどで遊
んだり、木のワークショップを
したりして、木と親しんだ２
日間となったようでした。

間、木
われ
ーな
プを
だ２

木もくまつ
ました。
どで遊
を
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